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水　
害　
と　
大　
規　
模　
な　
地　
震　
・　
津　
波　
災　
害　

に　
備　
え　
る　
た　
め　
、　
日　
ご　
ろ　
か　
ら　
の　
準　

備　
が　
急　
務　
で　
あ　
り　
、　
町　
内　
全　
域　
と　
し　

て　
、　
ま　
た　
各　
地　
域　
と　
し　
て　
ど　
の　
よ　
う　

に　
取　
り　
組　
ん　
で　
い　
け　
ば　
よ　
い　
か　
調　
査　

研　
究　
を　
行　
う　
こ　
と　
を　
、　
こ　
れ　
ま　
で　
と　

同　
様　
な　
設　
置　
目　
的　
と　
し　
て　
、　
今　
後　
の　

方　
針　
に　
つ　
い　
て　
協　
議　
を　
行　
っ　
た　
。　

「　
災　
害　
は　
忘　
れ　
た　
こ　
ろ　
に　
や　
っ　
て　

来　
る　
」　
と　
言　
わ　
れ　
て　
い　
た　
が　
、　
今　
や　

「　
災　
害　
は　
毎　
年　
や　
っ　
て　
来　
る　
」　
と　
言　

っ　
て　
も　
過　
言　
で　
は　
な　
い　
。　
自　
助　
・　
共　

助　
の　
立　
場　
か　
ら　
実　
効　
性　
の　
あ　
る　
自　
主　

防　
災　
組　
織　
率　
の　
向　
上　
、　
ま　
た　
結　
成　
さ　

れ　
て　
い　
る　
地　
域　
で　
は　
活　
動　
状　
況　
等　
改　

め　
て　
研　
鑽　
し　
、　
風　
化　
す　
る　
こ　
と　
な　
く　

訓　
練　
等　
実　
施　
し　
て　
行　
け　
る　
よ　
う　
に　
本　

委　
員　
会　
も　
啓　
発　
す　
る　
。　

そ　
の　
一　
環　
と　
し　
て　
今　
後　
の　
議　
会　
広　

報　
に　
お　
い　
て　
は　
本　
委　
員　
会　
よ　
り　
「　
防　

災　
コ　
ー　
ナ　
ー　
」　
を　
設　
け　
、　
「　
自　
分　
た　

ち　
の　
命　
は　
自　
分　
た　
ち　
で　
守　
る　
」　
を　
教　

訓　
に　
災　
害　
時　
に　
備　
え　
て　
情　
報　
の　
提　
供　

と　
啓　
発　
に　
努　
め　
る　
。　

日　
本　
は　
世　
界　
の　
火　
山　
の　
一　
割　
を　
占　

め　
て　
お　
り　
、　
近　
年　
の　
活　
動　
状　
況　
は　
活　

発　
で　
日　
本　
列　
島　
全　
体　
が　
常　
に　
不　
安　
と　

隣　
り　
合　
わ　
せ　
の　
現　
状　
で　
あ　
る　
。　

災　
害　
は　
地　
震　
・　
津　
波　
の　
み　
を　
想　
定　

し　
た　
も　
の　
で　
は　
な　
く　
、　
突　
風　
・　
局　
所　

的　
集　
中　
豪　
雨　
等　
身　
近　
に　
感　
じ　
る　
災　
害　

も　
あ　
る　
。　
全　
国　
の　
ど　
こ　
で　
起　
き　
て　
も　

お　
か　
し　
く　
な　
い　
異　
常　
気　
象　
の　
中　
、　
本　

町　
は　
運　
よ　
く　
免　
れ　
て　
い　
る　
よ　
う　
な　
現　

況　
で　
あ　
る　
。　
不　
安　
を　
あ　
お　
る　
の　
で　
は　

な　
く　
、　
災　
害　
発　
生　
時　
に　
落　
ち　
着　
い　
て　

着　
実　
に　
行　
動　
が　
取　
れ　
る　
よ　
う　
に　
準　
備　

し　
て　
お　
く　
こ　
と　
が　
、　
今　
で　
き　
る　
課　
題　

と　
痛　
感　
し　
て　
い　
る　
。　

そ　
う　
し　
た　
観　
点　
か　
ら　
、　
議　
会　
と　
し　

て　
も　
有　
事　
の　
際　
は　
、　
町　
災　
害　
対　
策　
本　

部　
と　
連　
携　
し　
災　
害　
活　
動　
を　
支　
援　
、　
協　

力　
す　
る　
と　
と　
も　
に　
、　
議　
員　
自　
ら　
が　
迅　

速　
か　
つ　
適　
切　
な　
対　
応　
が　
図　
れ　
る　
よ　
う　

議　
会　
災　
害　
対　
策　
要　
綱　
等　
の　
作　
成　
に　
つ　

い　
て　
調　
査　
研　
究　
す　
る　
。　

防災対策特別委員会

去　
る　
６　
月　
2  4  
日　
、　
自　
主　

防　
災　
組　
織　
リ　
ー　
ダ　
ー　
研　
修　

会　
が　
、　
町　
内　
の　
自　
主　
防　
災　

組　
織　
5  4  
団　
体　
の　
代　
表　
者　
や　

議　
員　
が　
参　
加　
し　
、　
山　
口　
県　

大　
島　
防　
災　
セ　
ン　
タ　
ー　
で　
開　

催　
さ　
れ　
た　
。　

当　
日　
は　
非　
常　
食　
体　
験　
後　
、　「　
地　
域　

に　
お　
け　
る　
自　
主　
防　
災　
活　
動　
の　
進　
め　

方　
に　
つ　
い　
て　
」　
と　
題　
し　
、　
山　
口　
大　

大　
学　
院　
の　
瀧　
本　
浩　
一　
准　
教　
授　
の　
講　

義　
が　
あ　
り　
、　
自　
主　
防　
災　
組　
織　
の　
活　

動　
事　
例　
や　
必　
要　
性　
に　
つ　
い　
て　
の　
具　

体　
的　
な　
お　
話　
し　
が　
あ　
っ　
た　
。　

続　
い　
て　
演　
習　
を　
行　
い　
、　
参　
加　
者　

の　
皆　
さ　
ん　
が　
地　
域　
で　
災　
害　
に　
遭　
遇　

し　
た　
と　
き　
の　
対　
応　
（　
イ　
メ　
ー　
ジ　
）　
に　

つ　
い　
て　
避　
難　
場　
所　
等　
を　
図　
面　
上　
に　

記　
入　
し　
、　
実　
際　
に　
災　
害　
が　
発　
生　
し　

た　
場　
合　
、　
素　
早　
く　
対　
応　
で　
き　
る　
よ　

う　
災　
害　
図　
上　
訓　
練　
を　
実　
施　
し　
た　
。　

こ　
の　
度　
学　
ん　
だ　
こ　
と　
が　
、　
今　
後　

も　
し　
も　
大　
災　
害　
が　
起　
き　
た　
と　
き　
に　
、　

災　
害　
図　
上　
訓　
練　
が　
活　
か　
さ　
れ　
、　
一　

人　
の　
犠　
牲　
者　
も　
出　
な　
い　
よ　
う　
、　
ま　

た　
減　
災　
に　
役　
立　
て　
ば　
よ　
い　
と　
思　
っ　

た　
。　阪　

神　
淡　
路　
大　
震　
災　
に　
お　
い　
て　
、　

隣　
近　
所　
の　
方　
々　
に　
よ　
っ　
て　
多　
く　
の　

人　
命　
が　
救　
出　
さ　
れ　
て　
い　
る　
。　
大　
災　

害　
時　
に　
は　
、　
自　
主　
防　
災　
組　
織　
の　
果　

た　
す　
役　
割　
は　
大　
き　
な　
も　
の　
が　
あ　
る　
。　

ま　
だ　
自　
主　
防　
災　
組　
織　
を　
結　
成　
さ　

れ　
て　
い　
な　
い　
地　
域　
の　
皆　
さ　
ん　
は　
、　

早　
く　
結　
成　
さ　
れ　
、　
実　
効　
性　
の　
あ　
る　

自　
主　
防　
災　
組　
織　
率　
の　
向　
上　
を　
皆　
さ　

ん　
で　
目　
指　
し　
て　
い　
こ　
う　
。　

（

吉

田

芳

春

）

自
主
防
災
組
織
の
設
立
を
！

▲ 災害時、地上図で避難訓練する参加者


